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富
士
山
の

明
日

﹇
特
集
﹈

世界の宝である富士山を未来の世代に引き継ぐため、
山梨県は多くの対策を講じています。
2013年の世界文化遺産登録以来、

イコモス（ユネスコの諮問機関）から課せられた
来訪者コントロールや環境負荷などをめぐる

「解決すべき宿題」にも真
しん　し

摯に向き合ってきました。
今号では、富士山の「明日」を確かなものにするべく

進められている施策を大特集します。
紹介するカテゴリーは、次の通りです。

世界の宝を
次世代につなぐ

観光
振興産 業

火山
防災

信仰
文化

インフラ
整備

富
士
山
噴
火
に

正
し
く
備
え
る

「
建
物
が
倒
壊
す
る
ま
で
、こ
の
実
験
は
続
け
る
予
定
で
す
」

担
当
者
の
言
葉
は
何
や
ら
物
騒
で
す
が
、

世
界
で
も
類
を
見
な
い
大
事
な
実
験
な
の
で
す
。

富
士
河
口
湖
町
の
山
中
で
、木
造
建
物
の
屋
根
に

火
山
灰
30
セ
ン
チ※

を
堆
積
さ
せ
て
安
全
性
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、万
が
一
富
士
山
が
噴
火
し
た
際
に
、

県
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す
る
た
め
の

基
準
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

火山
防災

実
情
に
応
じ
た

県
独
自
の
指
針
を
策
定
へ

　

富
士
山
の
噴
火
と
聞
く
と
、
火
砕
流

や
溶
岩
流
な
ど
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
は

な
い
の
か
と
い
っ
た
心
配
が
先
に
立
ち

そ
う
で
す
。
一
方
で
、
見
逃
さ
れ
が
ち

な
の
は
、
噴
火
に
伴
う
降
灰
で
す
。
交

通
や
通
信
な
ど
、
生
活
全
般
に
大
き
な

影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
は
、
降
灰
が
建
物
に
与
え

る
影
響
を
調
査
し
、
安
全
に
建
物
内
に

と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
基
準
と
な
る
「
建
物
避
難
判

断
基
準
」
を
作
成
し
ま
す
。

　

噴
火
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
富
士
五

湖
周
辺
で
32
~
64
セ
ン
チ
の
降
灰
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
降
灰

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
自

宅
か
頑
丈
な
建
物
内
で
の
屋
内
避
難
が

大
前
提
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
地
域
に
は
旧
耐
震
基

準
の
木
造
家
屋
が
多
く
残
り
ま
す
。
降

り
積
も
っ
た
火
山
灰
に
ど
れ
だ
け
古
い

建
物
が
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
倒
壊
リ
ス

ク
を
計
る
デ
ー
タ
が
存
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
を
実
証
す
る
た
め
、
今
回

の
降
灰
実
験
が
日
本
で
初
め
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
実
験
で
す

1
9
7
6
年
に
建
て
ら
れ
た
、
木
造

平
屋
建
て
の
住
宅
を
実
験
場
所
に
移
築

し
ま
し
た
。
屋
根
に
堆
積
さ
せ
て
い
る

の
は
、
鹿
児
島
・
桜
島
で
降
っ
た
火
山

灰
で
す
。
今
年
1
月
、ク
レ
ー
ン
を
使
っ

て
屋
根
の
上
に
30
セ
ン
チ
積
も
ら
せ
ま

移築された古い建物の屋根に 20 ～ 30 センチの火山灰を
堆積させて安全性を評価する実験を継続中

火山灰トリビア

許可を得て火山灰を触って
みると、河川や海岸の砂より
もザラザラしていて、目に入
れば痛そうです。砂浜に堆積
するまでに角が取れた砂と
は質感がかなり違います。

1

＊今年 2 月20日以降、有識者による検討会でのご意見を踏まえて、20 センチでの安全性を確認しています。
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し
た
。

　

こ
の
荷
重
が
建
物
に
与
え
る
影
響
を

調
べ
る
た
め
に
、
梁は

り

や
柱
に
セ
ン
サ
ー

を
取
り
付
け
て
計
測
を
続
け
て
い
ま

す
。
実
験
開
始
か
ら
約
３
カ
月
後
に
現

地
を
訪
れ
た
際
に
は
、
一
部
の
梁
に
ひ

び
が
入
り
、
た
わ
ん
で
い
る
状
態
で
し

た
。

　

建
物
の
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
経
つ

と
倒
壊
に
至
る
の
か
。
初
め
て
の
実
験

で
す
の
で
、
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
全
て

貴
重
で
す
。

実
験
結
果
の
活
用

　

2
0
2
5
年
3
月
、
内
閣
府
は
「
首

　

雄
大
な
姿
で
私
た
ち
を
魅
了
す
る
富

士
山
は
、
い
ま
も
活
動
を
続
け
る
活
火

山
で
す
。
万
が
一
の
噴
火
に
備
え
、
噴

石
や
落
石
か
ら
登
山
者
を
守
る
シ
ェ
ル

タ
ー
が
、
昨
年
12
月
、
山
梨
側
の
下
山

道
に
初
め
て
２
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
山
道
に
は
山
小
屋
が
点
在
す
る
も

の
の
、
下
山
道
に
は
こ
れ
ま
で
身
を
隠

せ
る
場
所
が
少
な
く
、
緊
急
避
難
場
所

の
確
保
が
長
年
の
課
題
で
し
た
。
今
回

の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
そ
ん
な
“
安
全
の

空
白
地
帯
”
を
埋
め
る
最
初
の
一
歩
で

も
あ
り
ま
す
。

　

設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
下
山
道
の
七

合
目
付
近
と
八
合
目
付
近
。
曲
が
り
角

の
斜
面
を
掘
り
込
む
か
た
ち
で
、
山
肌

に
シ
ェ
ル
タ
ー
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
サ
イ
ズ
は
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
幅

２
・
５
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
５
・
４
メ
ー

ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
。
人
が

荷
物
を
持
た
ず
に
隙
間
な
く
並
べ
ば
、

１
基
あ
た
り
最
大
１
３
５
人
避
難
で
き

る
計
算
で
す
。
建
設
費
は
１
基
あ
た
り

約
３
８
０
０
万
円
。
財
源
に
は
、
登
山

者
か
ら
徴
収
し
て
い
る
通
行
料
が
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
さ
ら
に
２
基
が
増
設
さ
れ

る
予
定
で
、
最
終
的
に
は
２
０
３
１
年

度
ま
で
に
計
13
基
を
整
備
す
る
計
画
で

す
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
代
わ

り
の
使
用
は
厳
禁
。
未
来
の
登
山
者
の

た
め
に
も
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

医
療
コ
ン
テ
ナ
の

活
用
も
検
討

　

コ
ン
テ
ナ
は
、
気
密
性
・
清
浄
性
に

優
れ
て
い
る
た
め
、
医
療
資
機
材
を
搭

載
す
る
こ
と
で
処
置
室
な
ど
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
実
際
に
、

災
害
現
場
で
使
わ
れ
て
き
た
実
績
が
あ

り
ま
す
。

　

県
は
、
富
士
山
の
噴
火
時
に
、
麓
の

病
院
に
入
院
中
で
治
療
の
継
続
が
必
要

な
患
者
を
搬
送
す
る
の
に
利
用
で
き
な

い
か
と
い
っ
た
検
討
も
進
め
て
い
ま
す
。

都
圏
に
お
け
る
広
域
降
灰
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
検
討
会

の
座
長
を
務
め
た
の
は
、
富
士
山
科
学

研
究
所
所
長
の
藤
井
敏
嗣
・
東
大
名
誉

教
授
で
す
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、「
降
雨
時

30
セ
ン
チ
以
上
の
降
灰
量
で
木
造
家
屋

に
倒
壊
す
る
も
の
が
発
生
す
る
」
こ
と

が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
宅
に
留
ま
っ
て
避
難
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

た
め
の
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
基
準

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
実
験
の
大
き
な
目
的
の

一
つ
が
、「
避
難
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
の

策
定
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
で

す
。

　

実
験
の
結
果
か
ら
、
火
山
灰
30
セ
ン

チ
で
は
危
険
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

火
山
灰
20
セ
ン
チ
程
度
で
の
避
難
が
必

要
な
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
実
験
で
得
ら
れ
た
具
体
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
住
宅
の
築
年
数
と

降
灰
量
な
ど
の
条
件
に
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、「
い
つ
立
ち
退
く
べ
き
か
」

を
判
断
す
る
た
め
の
指
針
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

火山灰トリビア

住宅の屋根に積もる火山灰は、雪と違って
溶けません。雪と比べると、同じ体積でおよ
そ4～ 6倍の重さがあります。「雪下ろし」
のように人力で作業するのは重くて困難な
ため、被害が長期化する可能性もあります。

2

建物内部にセンサーを取り付けて
梁や柱などへの影響を調べている

柱の基礎部分には、荷重計が
取り付けられている

“
も
し
も
”に
備
え
て
。

避
難
用
シ
ェ
ル
タ
ー
が

初
設
置

登
山
中
、突
然
の
噴
火
に
遭
遇
し
た
ら
︱
︱
。

そ
ん
な“
も
し
も
”に
備
え
、富
士
山
の
山
梨
側
下
山
道
に
、

噴
石
か
ら
身
を
守
る
シ
ェ
ル
タ
ー
が
初
め
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、麓
で
は
医
療
コ
ン
テ
ナ
を
活
用
す
る
計
画
も
検
討
中
で
す
。

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、新
し
い
備
え
の
か
た
ち
で
す
。

火山
防災

［降灰量に応じた影響］

降灰量
30cm
以上 降灰量

3cm以上

降灰量
微量
以上

降灰後の土石流
（降雨時、1cm以上で発生可
能性、10cm以上で被害大）

ライフライン
影響発生

鉄道・航空機等
運行停止

木造家屋
倒壊可能性

（降雨時） 道路通行・
物資供給困難

火山防災職─専門家が行政と住民の橋渡しに
　県は2020年度に火山防災対策室
を新設し、全国で初めて「火山防災
職」を採用しました。火山災害は多様
で複雑な現象が同時に発生するため、
専門家が対策にあたる必要がありま
す。いざというときに、専門知識を分
かりやすく伝え、住民・行政・研究者

を橋渡しします。
　いまこの職に就いているのは、古屋
海砂さん=写真。大学院時代に富士山
の噴火履歴を研究し、23年
度に入庁しました。富士山
噴火時に備えて、さまざま
な対策を立案しています。

関連記事は
こちら
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富士五湖自然首都圏リニア中央新幹線

身 延 線

甲府駅
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCOAirbusData Japan Hydrographic 
AssociationData LDEO-Columbia, NSF, NOAALandsat / CopernicusGoogle Earth

いよいよ着工！

次世代
モビリティ

リニア山梨県駅

富士
トラム

吉田口五合目

次世代
モビリティ

富士
トラム

吉田口五合目

五
合
目
ま
で
電
線
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を

通
す
方
法
で
す
。
今
年
度
は
、
費
用
と

工
期
を
見
定
め
る
基
本
設
計
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

整
備
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
恩
恵
は

多
方
面
に
広
が
り
ま
す
。
商
業
施
設
や

救
護
所
の
生
活
用
電
源
と
し
て
活
用
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
重
油
や
軽
油
に
頼

ら
な
い
発
電
は
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ

な
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
通
信

網
の
整
備
は
、
防
災
情
報
の
伝
達
や
救

助
の
迅
速
化
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
計
画
を
財
政
面
で
支
え
る
の

が
、
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
「
富
士
ト
ラ
ム
」
で
す
。

ゴ
ム
タ
イ
ヤ
で
走
り
、
電
車
と
バ
ス
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
を
併
せ
持
つ
こ
の
新
し

い
乗
り
物
に
よ
り
、
運
賃
収
入
を
通
し

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
を
長
期
的
に
回
収

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ダ
イ

ヤ
、
車
両
、
採
算
性
を
盛
り
込
ん
だ
運

行
基
本
計
画
を
現
在
作
成
中
。
富
士
山

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消
と
防

災
・
環
境
対
策
だ
け
で
な
く
、
将
来
的

に
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
の
接
続
も

見
据
え
て
い
ま
す
。

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
世
界
文

化
遺
産
の
核
と
な
る
「
信
仰
の
対
象
・

芸
術
の
源
泉
」
と
い
う
価
値
が
、
来
訪

者
へ
十
分
に
伝
わ
り
き
れ
て
い
な
い
こ

と
︱
︱
。
県
は
い
ま
、
神
社
や
店
舗
、

登
山
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
持

つ
課
題
や
希
望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が

ら
、
関
係
者
と
と
も
に
改
善
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
場
所
で
は
な

く
、
足
を
止
め
、
富
士
山
の
神
聖
さ
や

美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
五
合
目
へ
。
立

場
や
世
代
を
超
え
た
対
話
の
中
か
ら
、

新
し
い
風
景
が
形
づ
く
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

富
士
山
の
動
脈
を
つ
な
ぐ

電
気・
通
信
、そ
し
て
富
士
ト
ラ
ム

五
合
目
の
機
能
を
高
め
、
よ
り
魅
力

あ
る
拠
点
と
す
る
た
め
に
は
、
電
気
・

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
が
必
要
で
す
。

五
合
目
に
は
現
在
も
電
気
が
引
か
れ
て

お
ら
ず
、
麓
か
ら
運
び
上
げ
た
重
油
や

軽
油
に
よ
る
自
家
発
電
で
ま
か
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
。
通
信
環
境
も
不
安
定

で
、
登
山
者
の
救
護
や
安
全
確
保
に
不

安
が
残
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
が
検
討
し
て
い
る
の
が
、

富
士
山
の
新
た
な

「
玄
関
口
」
が
着
工

そ
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
・
山
梨
県

駅
︵
仮
称
︶
は
今
年
３
月
、
起
工
式
が

行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
着
工
し
ま
す
。
完

成
予
定
は
２
０
３
１
年
末
。
富
士
ト
ラ

ム
の
乗
り
場
を
直
結
す
る
こ
と
で
、
リ

ニ
ア
駅
は
観
光
客
に
と
っ
て
ま
さ
に

「
富
士
山
の
玄
関
口
」
と
な
り
ま
す
。

　

電
気
・
通
信
の
整
備
、
次
世
代
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
導
入
、
そ
し
て
麓
と
つ
な
が

る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
︱
︱
。
富
士
山

を
未
来
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
動
脈
が
、
い

ま
確
か
に
脈
打
ち
始
め
て
い
ま
す
。

登
山
者
の"
起
点
"か
ら
価
値
を

再
発
見
で
き
る"
滞
在
拠
点
"に

富
士
山
の
中
腹
、
標
高
約
２
３
０
０

メ
ー
ト
ル
。
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
登

り
つ
め
た
終
点
に
五
合
目
が
あ
り
ま

す
。
立
ち
並
ぶ
の
は
、
９
３
７
年
︵
承

平
7
年
︶
に
創
建
さ
れ
た
冨
士
山
小こ

御み

嶽た
け

神
社
、
商
業
施
設
や
駐
車
場
な
ど
。

多
く
の
登
山
者
が
、
こ
こ
か
ら
山
頂
を

目
指
し
て
出
発
し
ま
す
。

　

こ
の
五
合
目
を
め
ぐ
り
、
い
ま
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
３
年
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
の
際
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関

イ
コ
モ
ス
か
ら
求
め
ら
れ
た
「
諸
施
設

の
意
匠
改
善
」と
い
う“
宿
題
”。
県
の

基
礎
調
査
で
も
、
課
題
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
眺
望
に
優
れ
た
エ
リ
ア
の

多
く
が
駐
車
場
や
通
路
と
重
な
り
、
景

色
を
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
る
空
間
が
十
分

インフラ整備で変わる
五合目の未来

世界文化遺産登録から13年。富士山の価値を未来へつなぐため、
県ではいま、五合目の再整備、次世代モビリティ「富士トラム」の導入と
電気・通信インフラの新設に向けた取り組みを進めています。

ふれあい 2026  SUMMER7 vol.89

インフラ
整備
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歴
史
に
埋
も
れ
た“
麓
か
ら
の
道
”へ

動
き
出
し
た
古
道
の
再
整
備

五
合
目
発
の
登
山
が
主
流
と
な
っ
た
い
ま
、麓
か
ら
続
く「
古

い
に
し
えの

登
山
道
」が
、

改
め
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。富
士
山
信
仰
の
歴
史
と
深
く
結
び
付
く
古
道
│
│

そ
の
再
整
備
は
、新
た
な
登
山
の
形
を
見
い
だ
し
、

富
士
山
の
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
試
み
で
す
。

信仰
文化

て
畏
れ
た
人
々
は
、
そ
の
怒
り
を
鎮
め

る
た
め
に
麓
の
各
地
に
浅
間
神
社
を
建

立
し
、
そ
の
遙
拝
所
で
祈
り
を
捧
げ
た

の
で
す
。
噴
火
活
動
が
静
ま
っ
た
平
安

時
代
後
期
や
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、

密
教
な
ど
と
結
び
付
き
、
修
験
僧
が
何

カ
月
も
こ
も
っ
て
修
行
す
る
「
修
験
の

山
」
へ
。
室
町
時
代
後
半
に
は
修
験
者

と
と
も
に
庶
民
も
登
拝
す
る
よ
う
に
な

り
、
江
戸
時
代
に
は
「
富
士
講
」
と
い

う
庶
民
の
信
仰
集
団
に
よ
っ
て
爆
発
的

に
流
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
登
拝
を
、
裏
方
と
し
て
支
え
た

の
が
「
御お

師し

」
と
呼
ば
れ
る
人
々
で

す
。
御
師
は
登
山
者
に
宿
泊
や
食
事
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
祈き

祷と
う

し
、
教

義
を
説
き
、
神
仏
と
人
の
間
に
立
つ
宗

教
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
御
師
の
家
に

引
か
れ
た
清
ら
か
な
水
路
で
、
登
山
者

た
ち
は
旅
の
汚
れ
と
俗
世
の
穢け

が

れ
を
落

と
し
、
身
を
清
め
て
か
ら
山
に
登
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
い
ま
静

か
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
麓
か

ら
五
合
目
へ
と
続
く
「
古
の
登
山
道
」

と
、山
麓
に
広
が
る
巡
礼
路
の
再
評
価・

再
整
備
で
す
。

御
師
の
人
々
が
支
え
た

信
仰
の
実
践
と
し
て
の
登
山

　

富
士
山
の
信
仰
文
化
を
ひ
も
解
く

と
、
平
安
時
代
ま
で
は
遠
く
か
ら
山
を

拝
む
「
遙よ

う

拝
」
が
主
流
で
し
た
。
噴
火

を
繰
り
返
す
山
を
「
荒
ぶ
る
神
」
と
し

古
の
登
山
道
と
巡
礼
路
を

い
ま
︑ふ
た
た
び

　

標
高
３
７
７
６
メ
ー
ト
ル
、日
本
最

高
峰
の
富
士
山
は
、そ
の
圧
倒
的
な
姿

と
繰
り
返
す
噴
火
に
よ
っ
て
、古
来
よ

り
人
々
の
畏
敬
を
集
め
る“
信
仰
の
対

象
”で
し
た
。麓
か
ら
山
頂
に
至
る
過

程
は「
登
拝
」と
呼
ば
れ
、単
な
る
レ

ジ
ャ
ー
で
は
な
く
、心
身
を
清
め
な
が

ら
神
聖
な
領
域
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る

信
仰
の
実
践
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
近
代
以
降
は
交
通
網
の

発
達
と
観
光
化
の
波
が
、
登
山
の
形

を
一
気
に
塗
り
替
え
ま
し
た
。
特
に

１
９
６
４
年
の「
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
」

開
通
に
よ
り
、
車
で
五
合
目
ま
で
手
軽

に
行
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
麓
か
ら
歩

い
て
登
る
人
が
激
減
し
ま
し
た
。結
果
、

登
山
者
が
五
合
目
以
降
に
集
中
し
、
現

在
は
混
雑
や
自
然
環
境
へ
の
負
荷
が
問

題
に
。
同
時
に
、
富
士
山
が
持
つ
歴
史

や
文
化
的
価
値
、
そ
こ
に
宿
る
精
神
性

の
希
薄
化
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

信
仰
文
化
の
再
発
見

調査が進められている「古の登山道」の全図
（画像は県富士山観光振興グループ作成）

富
士
山
信
仰
の
歴
史
は

長
く
て
深
い
の
で
す

杉の巨木が立ち並ぶ北口本宮
冨士浅間神社の参道

河口浅間神社孫見
祭で奉納される神
楽「稚児の舞」

毎年 4 月 29 日に吉田胎
内で開かれる「胎内祭」

富士登山は信仰であるとともに、江戸時代か
らは名所や絶景を楽しむエンターテインメン
トとしても親しまれてきたことを示す古地図

富士登山の入り口とな
る馬返（うまがえし）。
乗ってきた馬を引き返
させたというのが地名
の由来。神聖な山に四
つ足の動物を入れるこ
とを忌み嫌ったという
説がある

信仰の場である吉田胎内の本穴の傍にある
「吉田胎内溶岩樹形第 1」
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か
ら
歩
く
登
山
者
に
と
っ
て
新
た
な
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
古
の
登
山
道
や
巡
礼
路

を
復
興
さ
せ
る
に
は
、
倒
木
撤
去
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
麓
の
駐
車
場
や
道
中
の
ト
イ
レ
、

道
案
内
標
識
と
い
っ
た
設
備
の
充
実
、

利
用
者
増
加
に
伴
う
ご
み
問
題
や
周
辺

住
民
へ
の
配
慮
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
る
に
は
い
く
つ
も
の
壁
が
あ
り

ま
す
。

　

富
士
山
麓
で
薄
れ
つ
つ
あ
る
「
御
師

文
化
」
の
継
承
も
、
大
き
な
課
題
で
す
。

現
存
す
る
御
師
の
家
は
、
減
少
し
た
富

士
講
に
代
わ
っ
て
富
士
山
の
精
神
性
に

関
心
を
持
つ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
受
け

入
れ
る
な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
た
新
た

な
存
続
の
形
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
向
け
、
県
は
古
道
の
調
査
研

究
を
ま
と
め
た
報
告
書
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
て
古
道
を

疑
似
体
験
す
る
構
想
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

富
士
山
の
価
値
は
、
日
本
一
の
標
高

や
、
山
頂
の
ご
来
光
だ
け
に
あ
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
麓
の
森
を
踏
み
し

め
、
か
つ
て
こ
こ
を
歩
い
た
人
々
の
信

仰
の
物
語
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
雄

大
な
自
然
と
一
体
に
な
る
│
│
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
世
界
が
認
め
た
普
遍

的
価
値
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
古
の
登

山
道
や
巡
礼
路
の
再
整
備
は
、
多
様
で

奥
深
い
富
士
登
山
の
楽
し
み
方
を
、
再

発
見
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の

で
す
。

求
め
ら
れ
る
古
道
の
整
備

復
活
す
る
茶
屋
も

　

か
つ
て
富
士
講
に
よ
っ
て
に
ぎ
わ
っ

た
麓
の
登
山
道
も
、
車
道
整
備
に
よ
っ

て
登
山
者
の
流
れ
が
変
わ
る
と
、
活
気

を
失
い
、
そ
の
多
く
が
忘
れ
去
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
現
在
、
県
や
関
係
市
町

村
に
よ
る
調
査
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

古
道
の
現
状
は
決
し
て
良
好
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
鎌
倉
時
代
か
ら
信
仰
の
道

と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
伝
わ
り
、
昭
和

期
に
乗
合
バ
ス
も
走
っ
た
「
船
津
口
登

山
道
」
は
、
現
在
多
く
の
倒
木
が
行
く

手
を
ふ
さ
ぎ
、
一
般
の
登
山
者
が
安
全

に
歩
け
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
精

進
湖
南
岸
か
ら
青
木
ケ
原
樹
海
を
抜
け

る
「
精
進
口
登
山
道
」
も
、
標
高
が
上

が
る
と
路
面
の
浸
食
や
倒
木
が
目
立
ち

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
歴
史
あ
る
道
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
動
き
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
吉
田
口
登
山
道
」
で
は
、
休
業
し
て

い
た
中
ノ
茶
屋
や
大
文
司
屋
と
い
っ
た

由
緒
あ
る
茶
屋
が
営
業
を
再
開
し
、
麓

食べて身を清める古の御師料理

神し
ん

饌せ
ん

献
立

　富士山信仰の聖地として栄え、最盛期に

は御師が140ほどにも上ったと伝わる富

士河口湖町・河口地区。その歴史は、江戸時

代に隆盛した富士吉田とは異なり、平安末

期にまでさかのぼるといわれますが、時代

の波にのまれ、衰退の一途をたどりました。

　しかし、たまたま手に取った一冊の「河

口湖町誌」をきっかけに、地元に眠る歴史

の掘り起こしと復興に立ち上がった人物が

います。御師の末
まつ

裔
えい

・外川真介さん。同

町で飲食店「峠の茶屋」を営んでいます。

2012年には活動の一環として、かつて富

士山を詣でる者たちに振る舞われた「御師

料理」の再現に挑みました。

　江戸時代の文献や古文書を手がかりによ

みがえった朝夕の膳。それは「神饌献立」

と呼ばれ、神に供えるのと同じ料理を食べ

て身を清めるという、登拝前の儀礼の一種

でした。

　朝の膳は、雑煮や河口の伝統料理「めま

き」（サバの煮染め）、ナスの煮びたしやか

んぴょうを盛った「平」、タデやミョウガ

の「重詰め」など計 6品。夕の膳は吸い

物にアユの土佐煮、コイの刺身、イワタケ

やレンコンの煮物など計 7品をそろえま

した。再現された御師料理は、河口浅間神

社の例大祭にも提供されました。

　薄れゆく御師の文化を、「食」を通して

現代につなぎとめる試み。外川さんは「河

口の伝統や文化に、興味を持つきっかけに

なれば」と語ります。再現された膳は、全

国から集った道者をもてなした御師の心

を、この時代に橋渡ししています。

※イラスト左上から反時計回りに

雑煮 レンコン、青葉、マツタケ汁、
 ニンジン、松の実
赤飯
平 ナスの煮浸し、かんぴょう
御酒 甘酒（本来はどぶろく）
煮染め サバのめまき
重詰め シロウリ、ミョウガ、タデ

多
様
な
富
士
登
山
の
楽
し
み
方
を

皆
さ
ん
も
一
緒
に
再
発
見
し
よ
う

絶景ポイントとしてインバウンドに
人気の新倉富士浅間神社

信仰
文化

［問い合わせ先］富士山観光振興グループ　TEL 055-223-1316　FAX 055-223-1438
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2 0 2 6年の 山開きは 7月1日
Information
for 
Mt.  F uji 
Cl imbing

観光
振興

2 0 2 6年登山規制
～吉田ルート～
富士山の自然と登山者の安全を守るため、
県は登山規制を段階的に強化してきました。
2025年度に大きく刷新されたルールは、
2026年度もほぼそのまま継続。7月1日～ 9
月10日（予定）の開山シーズンに向け、改め
てポイントをおさらいしましょう。

ゲートの
閉鎖時間は14時、
夜間は通行不可

　昨年度から、五合目ゲートの閉鎖時
間が16時→14時へと前倒しされまし
た。14時から翌朝3時までは通行不可。
これは、山小屋に泊まらず夜通しで
一気に山頂を目指す、危険な
“弾丸登山”を防ぐためです。

てポイントをおさらいしましょう。

た。慌てずに予約しましょう。
　軽装登山を防ぐための装備確認
と、「登山道を外れない」「ゴミは必ず
持ち帰る」といった遵守事項への誓約
も昨年度から予約システムに組み込ま
れました。通行料は今年も4000円で、
富士登山の安全対策等に活用されます。

　通行予約システムは当日予約に対応
し、変更は前日まで、キャンセルは決
済日翌日まで可能です。予約状況は日
付選択画面のカレンダーに◯△×で表
示されます。１日の上限は4000人（山
小屋宿泊者除く）ですが、昨年度は上
限でゲートが封鎖された日はゼロでし

通行予約システムと
遵守事項への誓約

インバウンドにも分かりやす
く、富士登山の安全装備や見
どころを紹介するチラシ

　今年から、予約時に「道間違い」への注意喚起
が表示されます。吉田ルートは、下山途中で誤っ
て静岡県側の須走口へ下りてしまう登山者が毎
年後を絶ちません。分岐場所には誘導員、音声
案内装置、看板が配置されていますが、下りはど
うしてもスピードが出やすく、案内を見逃してし
まうのです。そこで、予約時に分岐場所の画像と
諸注意が表示されるようになりました。事前に
間違えやすいポイントを周知し、現地での判
断ミスを減らす狙いです。

“道間違い”を
未然に防ぐ

今年も「登山規制」を守りましょう

安
全
な
登
山
や
魅
力
を

小
粋
な
イ
ラ
ス
ト
で

発
信
！

NO 
ENTRY

TRAIL

ATTENTION

advance
booking

［問い合わせ先］富士山観光振興グループ　TEL 055-223-1316　FAX 055-223-1438
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これからの富士山観光
富士山の観光は、登るだけではありません。
世界遺産センターで歴史と文化に触れ、
樹海を歩いて原生林の息吹を感じ、
絶景スポットからその雄姿を望む──。

これからの富士山観光を彩るトピックスを紹介します。

　開館10周年を迎える山梨県立
富士山世界遺産センターが、今年
度リニューアルされます。北館・
南館からなる同センターは、昨年
度だけで約43万人の観光客（うち
外国人約35%）が訪れた、富士山
の価値を発信する拠点です。
　リニューアルの柱は２つ。まず
１つは、南館展示の充実です。信
仰や芸術など、世界遺産としての
普遍的価値を伝える同館に、デジ
タルサイネージを新たに導入。最
新の調査研究成果や周辺地域の
見どころを随時更新しながら、多
言語で発信していく予定です。ゴ
ーグルを装着して「富士信仰の
旅」を追体験できる、すでに人気
のVRコーナーと並んで、新たな南
館の目玉となりそうです。
　もう１つの柱は、北館の「富士
山レンジャー」拠点化です。自然
保全や安全登山を学べる場とし
て、安全登山相談窓口や必要な登
山装備の展示を新設します。来館
者が直接、レンジャーから登山の
アドバイス等を受けられるかたち
です。なお、大型ビジョンによる
富士山ガイダンスシアターをはじ
め、既存の人気展示はそのまま継
続します。今秋に完成予定です。

　約1200年前の富士山噴火が生
んだ溶岩の上に広がる、青木ケ原
樹海。原生林の力強い生命力、富
士信仰の神秘的な足跡、地域に
根づく食文化──こうした多面
的な魅力を世界へ発信しようと、
昨年9月、ネイチャーガイドをはじ
め熱意あるメンバーが集って「樹
海ミライカイギ」が発足しました。
　昨年度はガイドの育成や新た
なツアーの造成を目指して勉強
会を重ね、３つのコース（三湖コ
ース、精進湖コース、西湖コース）
で「自然・文化・食」を組み合わせ
たモニターツアーを開催しました。
今年度は、県内外の小中学生を対
象としたフィールドワーク開催な
どが検討されています。
　なかでも力を入れるのが、イン
バウンド市場の開拓です。歩いて
自然を体感する「アドベンチャー
ツーリズム」への関心が高い英米
豪を中心に、販路を強化します。
　人気スポットへの観光客集中
が課題となるいま、樹海とその周
辺エリアの魅力発信は、地域全体
の観光分散にもつながります。自
然・文化・食を掛け合わせた、樹
海ならではの新しい観光スタイル
が、着実に育っていきそうです。

　山梨県鳴沢村の眺望スポット・
紅葉台。標高1165メートルの山
頂に360度の大パノラマが広が
り、富士山と青木ケ原樹海はもち
ろん、本栖湖や西湖まで一望でき
ます。とりわけ11月上旬の紅葉シ
ーズンは、まるで絵画のような絶
景に出会える、知る人ぞ知る名所
です。
　この紅葉台を新たな観光拠点
として生かそうという構想が、動
き出しています。民間事業者の意
見を募る「サウンディング調査」
で挙がったのは、紅葉台に宿泊施
設を、国道139号（富士パノラマ
ライン）沿いに集客拠点を設け、
麓から紅葉台までをロープウェイ
で結ぶ、というアイデア。「鳴沢エ
リア振興検討委員会」では現在、
地域との調和や自然環境への配
慮を前提に、地元の町村や関係者
と一緒に対話を重ねています。

TOPICS

1
TOPICS

2
TOPICS

3
世界遺産センターが

さらに進化
青木ケ原樹海エリア
の魅力広がる

紅葉台、
さらなる活用へ

富
士
山
麓
が

育
ん
で
き
た

織
物
の
風
景
に

触
れ
る
一
冊

産 業

　

富
士
山
の
麓
に
広
が
る
郡
内
地

域
は
、
豊
か
な
水
資
源
に
恵
ま
れ
、

1
0
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
紡
い
で
き

た
日
本
有
数
の
織
物
産
地
で
す
。
こ
の

産
地
の
最
大
の
特
長
は
、
各
工
程
を
専

門
の
職
人
が
担
い
、
互
い
に
仕
事
を
補

完
し
合
う
こ
と
で
、
高
度
な
小
規
模
多

品
種
生
産
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
。
現

在
も
、
2
0
0
社
を
超
え
る
織
物
関
係

事
業
者
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
山
梨
県
が
発
刊
し
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
﹃LO

O
M
SC
APE

－
YAM

AN
ASH

ITEXTILE
BO
O
K

－

﹄
は
、
そ
ん
な
郡
内
織
物
産
地
の
歴

史
と
魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
一
冊
で
す
。「
L
O
O
M

︵
織
機
︶」
と
「
S
C
A
P
E
︵
風
景
︶」

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
タ
イ
ト
ル
に
は
、

織
物
が
生
ま
れ
る
土
地
の
風
景
や
人
々

の
営
み
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
色
と
り
ど
り
の

生
地
サ
ン
プ
ル
が
じ
か
に
貼
ら
れ
て
い

る
斬
新
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
目
を
引
き
ま

す
。
糸
の
段
階
か
ら
染
め
た
色
糸
を
使

う
「
先
染
め
」、
細
い
経た

て

糸
と
緯よ

こ

糸
を

緻
密
に
織
り
込
み
、
き
め
細
や
か
さ
や

光
沢
を
生
み
出
す
「
高
密
度
」、
難
易

度
の
高
い
織
物
を
得
意
と
し
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
「
多
品
種
」
︱

︱
郡
内
織
物
が
誇
る
こ
れ
ら
の
特
徴

を
、
視
覚
だ
け
で
な
く
指
先
か
ら
も
体

感
で
き
る
構
成
で
す
。

　

冊
子
は
、
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ブ

ラ
ン
ド
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
対
象
に
配
布

さ
れ
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
創
作
活
動
や

ビ
ジ
ネ
ス
に
新
た
な
着
想
を
も
た
ら

し
、
郡
内
織
物
と
の
協
業
の
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県

立
図
書
館
や
山
梨
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

で
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
富
士
山
麓
が
育
ん
で
き
た
織

物
の
風
景
に
、
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

LOOMSCAPE は『織機』『風景』
をつなぎあわせたタイトル。ペー
ジには、生地サンプルがじかに貼
られている

観光
振興

［問い合わせ先］産業振興課　TEL 055-223-1543　FAX 055-223-1574
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コーセーの工場が
7月稼働へ

化粧品大手の株式会社コーセーホールディングス
（本社・東京都中央区）が今年2月に竣工し、
操業に向けた準備を進めている「南アルプス工場」が、
いよいよ7月から稼働することになりました。
清澄な水と、山梨産の「グリーン水素」を利用する
先進的な生産拠点が誕生します。
最近は、世界文化遺産の富士山が持つ
ポジティブなイメージが、国内のみならず
外国からの投資も呼び込んでいるそうです。

産 業

ら
使
用
す
る
の
は
、
国
内
で
初
め
て
だ

と
い
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
稼
働
後
は
、
米
倉
山
︵
甲

府
市
︶
に
あ
る
「
や
ま
な
し
モ
デ
ル

P
2
G
シ
ス
テ
ム
」
で
製
造
さ
れ
た

県
産
グ
リ
ー
ン
水
素
を
工
場
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

清
澄
な
「
水
」、
C
O
2
フ
リ
ー
の

「
水
力
発
電
」、グ
リ
ー
ン
「
水
素
」
と
、

ク
リ
ー
ン
な
要
素
が
三
拍
子
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。

　

地
域
で
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最

大
限
に
活
用
し
た
「
地
産
地
消
モ
デ
ル

工
場
」
と
し
て
、
化
粧
品
業
界
を
リ
ー

ド
す
る
取
り
組
み
が
山
梨
の
地
で
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

用
地
探
し
は﹁
水
源
﹂探
し

　

新
工
場
の
建
設
は
2
0
2
4
年
に

始
ま
り
ま
し
た
。コ
ー
セ
ー
に
よ
る
と
、

用
地
の
選
定
は「
水
源
」探
し
そ
の
も

の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。全
国
各
地
の「
名

水
」を
調
査
す
る
中
で
、
実
は
10
年
以

上
前
に
山
梨
県
の
別
の
場
所
で
の
建
設

を
検
討
し
た
も
の
の
、
断
念
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
「
山
梨
の

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
水
資
源
が
忘
れ

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
同
社
は
振
り
返
り

ま
す
。
こ
う
し
て
富
士
山
や
南
ア
ル
プ

ス
を
擁
す
る「
天
に
選
ば
れ
し
、
名
水

の
地
」で
あ
り
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

の
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
山
梨
県
に
工

場
を
構
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
富

士
山
の
恵
み
」が
山
梨
県
全
体
に
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
例
で
す
。

　

新
工
場
で
は
、
き
れ
い
な
水
を
た
だ

使
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
の
効

率
化
、
排
水
の
再
利
用
、
雨
水
の
利
用

と
い
っ
た
「
水
資
源
の
循
環
」
に
も
取

り
組
む
そ
う
で
す
。

地
域
の
雇
用
に
期
待
高
ま
る

　

従
業
員
数
は
約
3
0
0
人
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
同
社
は
事
業
拡
大
を
見

据
え
、
第
二
期
以
降
の
建
設
に
も
対
応

可
能
な
仕
様
と
な
っ
て
い
る
と
表
明
し

ま
し
た
。

　

最
終
的
に
最
大
5
0
0
0
万
個
の

化
粧
品
を
生
産
す
る
予
定
で
、
地
域
の

雇
用
へ
の
さ
ら
な
る
貢
献
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

﹁
地
産
地
消
モ
デ
ル
工
場
﹂

が
誕
生

新
工
場
は
、
南
ア
ル
プ
ス
市
野
牛
島

の
3
万
3
8
0
0
坪
の
広
大
な
敷
地

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
多
品
種
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
を
製
造
す
る
予
定
で
す
。

　

建
設
工
事
段
階
は
、
県
営
水
力
発
電

所
の
C
O
2
フ
リ
ー
電
気
「
シ
ン
・
や

ま
な
し
パ
ワ
ー
ふ
る
さ
と
水
力
プ
ラ

ン
」を
活
用
し
ま
し
た
。
C
O
2
フ
リ
ー

電
力
1
0
0
％
の
電
源
を
建
設
段
階
か

小林一俊

株式会社

コーセーホールディングス

代表取締役会長 グループCEO

場
探
し
は
水
源
探
し
」と
い
う
信

念
の
も
と
全
国
の
候
補
地
を
検
討

す
る
中
で
、富
士
山
を
は
じ
め
と
す
る
豊

か
な
自
然
と
清
澄
な
水
資
源
に
恵
ま
れ

た
山
梨
県
の
美
し
さ
が
私
の
心
に
強
く

残
り
ま
し
た
。「
ど
う
し
て
も
こ
の
山
梨

に
工
場
を
建
て
た
い
」と
い
う
思
い
が
消

え
る
こ
と
な
く
、10
年
以
上
の
時
を
経
て

念
願
の「
南
ア
ル
プ
ス
工
場
」の
竣
工
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。当
工
場
で

生
産
を
予
定
す
る﹃
雪
肌
精
﹄や﹃
コ
ス
メ

デ
コ
ル
テ
﹄な
ど
の
ス
キ
ン
ケ
ア
化
粧
品

は
水
が
命
で
す
。「
富
士
山
の
あ
る
山
梨
」

の
美
し
い
自
然
や
清
ら
か
な
水
の
イ
メ
ー

ジ
は
、私
た
ち
の
つ
く
る
化
粧
品
の
価
値

を
一
層
高
め
、世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
に

彩
り
や
豊
か
さ
を
届
け
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。本
年
7
月
の
稼

働
開
始
に
あ
た
り
、山
梨
の
豊
か
な
水
と

緑
を
次
世
代
へ
つ
な
ぎ
、県
民
の
皆
さ
ま

に
長
く
愛
さ
れ
る
工
場
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

清澄な水に魅
せられて

南アルプスを源流とする「名水百選」の
尾白川渓谷・千ヶ淵

美しい富士山を擁する山梨にようこそ

「
工
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表
舞
台
に
立
つ
転
機

富
士
山
の
麓
の

ハ
タ
屋
さ
ん

　

し
か
し
、
あ
る
日
ひ
と
つ
の
転
機
が

訪
れ
る
。

　

き
っ
か
け
は
、
一
人
の
学
生
と
の
出

会
い
だ
っ
た
。
2
0
0
9
年
に
始
ま
っ

た
東
京
造
形
大
学
と
の
産
学
連
携
コ
ラ

ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
家
業
を
継
い
だ
も

の
の
専
門
知
識
が
足
り
な
い
若
手
後
継

者
と
、
織
物
を
学
ぶ
学
生
が
お
互
い
に

情
報
交
換
を
す
る
場
で
あ
り
、
マ
ッ
チ

ン
グ
し
た
人
同
士
で
商
品
開
発
を
行
う

試
み
だ
っ
た
。

　

加
々
美
さ
ん
の
も
と
に
や
っ
て
き
た

の
が
井
上
綾
さ
ん
。
学
生
ら
し
く
提
案

は
い
つ
も
型
破
り
。
だ
が
、
加
々
美
さ

ん
は
ど
ん
な
無
茶
振
り
に
も
丁
寧
に
応

「
ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
、

ガ
シ
ャ
ン
」

　

富
士
山
の
北
麓
に
位
置
す
る
、
富
士

吉
田
市
。
力
強
い
機
械
音
が
鳴
る
こ
の

街
は
、高
級
服
地
や
ネ
ク
タ
イ
地
、裏
地
、

イ
ン
テ
リ
ア
用
生
地
な
ど
多
種
多
様
な

織
物
を
生
産
す
る
、
国
内
有
数
の
織
物

産
地
だ
。
戦
前
か
ら
機
屋
を
営
む
家
系

に
生
ま
れ
た
加
々
美
琢
也
さ
ん
は
、
幼

い
頃
か
ら
そ
の
音
に
囲

ま
れ
て
育
っ
た
。

　

加
々
美
さ
ん
が
代
表

を
務
め
る
光
織
物
が
手

が
け
る
の
は
、
雛
人
形

の
衣
装
や
和
装
小
物
、

掛
軸
な
ど
に
使
わ
れ
る

生
地
・
金き

ん

襴ら
ん

緞ど
ん

子す

。
日

本
の
伝
統
美
を
陰
で
支
え
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
技
術
が
い
か
に
高
く
と

も
、
光
織
物
の
名
前
が
表
に
出
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
委
託
を
受
け

て
他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品
を
製
造
す
る

O
E
M
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
産
地
の

宿
命
と
し
て
、
織
物
産
地
と
し
て
の
知

名
度
そ
の
も
の
が
低
か
っ
た
の
だ
。

元
小
中
高
生
の
社
会
科
見
学
を
無
料
で

受
け
入
れ
、
工
場
を
案
内
す
る
。
工
場

見
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
貴

重
な
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

「
も
と
も
と
、
人
前
で
喋
る
の
は
得
意

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
俺
が
や
る

し
か
な
い
か
な
っ
て
」

　

地
域
の
子
ど
も
が
こ
の
産
業
を
知
り
、

布
に
触
れ
、
こ
の
街
の
伝
統
の
音
を
聞

く
こ
と
。
そ
れ
が
未
来
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
い
る
。

　

産
業
の
現
実
は
、
決
し
て
甘
く
な
い
。

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
た
今
も
、
職
人
の

高
齢
化
に
よ
る
機
屋
の
廃
業
は
続
い
て

い
る
。
新
し
い
機
械
を
導
入
す
る
に
は
、

1
台
1
0
0
0
万
円
以
上
の
投
資
が

必
要
だ
。
か
つ
て
機
屋
が
密
集
し
て
い

た
エ
リ
ア
も
住
宅
地
化
が
進
み
、
市
の

条
例
や
騒
音
問
題
に
よ
っ
て
、
夜
間
操

業
が
で
き
な
く
な
っ
た
機
屋
も
少
な
く

な
い
。
職
人
の
育
成
に
は
最
低
で
も
3

年
は
か
か
り
、
体
系
的
に
学
ぶ
学
校
も
、

資
格
制
度
も
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

設
備
投
資
と
人
材
育
成
、
目
に
見
え

な
い
費
用
が
か
さ
み
続
け
る
。
加
々
美

さ
ん
は
今
、
機
屋
の
未
来
を
守
る
た
め
、

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
続
け
て
い
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
地
で
し
か
で
き
な
い
織

え
た
。
指
導
に
あ
た
っ
た
テ
キ
ス
タ
イ

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
鈴
木
マ
サ
ル
さ
ん
と

「
ハ
タ
屋
は
学
生
が
言
っ
た
こ
と
に
絶

対
に
N
O
と
言
わ
な
い
。
で
き
な
い
と

言
っ
た
瞬
間
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
終
わ
り

だ
か
ら
」と
約
束
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
当
時
女
子
高
生
ら

が
お
守
り
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
を
ヒ

ン
ト
に
、「
お
ま
も
り
ぽ
っ
け
」
と
い
う

商
品
が
生
ま
れ
た
。
金
襴
緞
子
が
醸
し

出
す
渋
い
和
の
テ
イ
ス
ト
か
ら
飛
び
出

し
た
ポ
ッ
プ
な
意
匠
。
こ
れ
が
新
ブ
ラ

ン
ド「kichijitsu

」の
立
ち
上
げ
に
つ

な
が
る
。「
毎
日
が
吉
日
」を
名
称
の
由

縁
と
す
る
ブ
ラ
ン
ド
は
そ
の
後
、
富
士

山
や
松
竹
梅
と
い
っ
た
縁
起
も
の
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た「
御
朱
印
帳
シ
リ
ー
ズ
」

の
大
ヒ
ッ
ト
を
生
ん
だ
。
か
つ
て
問
屋

の
陰
に
隠
れ
て
い
た
機
屋
が
、
自
ら
の

名
前
で
指
名
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
持
っ

た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
は
当
た
り
前
だ
っ
た
機
織
り

の
音
が
、
街
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
。

　

加
々
美
さ
ん
は
3
年
前
、
移
転
し
た

事
務
所
の
2
階
に
60
人
規
模
を
収
容
す

る
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル
を
設
け
た
。
地

物
が
あ
る
か
ら
だ
。
他
の
産
地
で
同
じ

糸
を
使
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
染
め
て
も
、

色
の
深
み
と
風
合
い
が
違
う
と
言
わ
れ

て
い
る
。「
富
士
山
の
水
で
染
め
て
い

ま
す
」
と
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
け
れ
ば
、

見
た
目
に
は
分
か
ら
な
い
ほ
ど
の
わ
ず

か
な
差
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
そ

の
違
い
は
確
か
に
存
在
す
る
。

「
富
士
山
の
麓
で
織
物
を
作
っ
て
る
の

は
、
世
界
中
探
し
て
も
こ
こ
だ
け
で
す

か
ら
」

　

ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
、

ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
、
ガ
シ
ャ
ン
。

　

雄
大
な
富
士
山
の
麓
で
、
伝
統
を
紡

ぐ
音
は
、
今
日
も
明
日
も
、
機
屋
の
誇

り
と
と
も
に
響
い
て
い
る
。

光
織
物
有
限
会
社
代
表
取
締
役
社
長

加か

々が

美み

琢た

く

也や

山
梨
の
織
物
の
歴
史
は
1
0
0
0
年
以
上
前
に
遡
る
。

平
安
時
代
の
書
物「
延え

ん

喜ぎ

式
」に
山
梨
で
織
物
を

年
貢
と
し
て
納
め
て
い
た
記
述
が
あ
る
と
い
う
。

富
士
吉
田
市
は
富
士
山
の
雪
解
け
水
が
大
地
か
ら
湧
き
出
し
、

糸
を
染
め
る
の
に
こ
れ
以
上
な
い
条
件
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、国
内
有
数
の
織
物
の
産
地
も

い
ま
や
後
継
者
難
な
ど
に
苦
し
む
。

そ
ん
な
中
で
、独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

注
目
を
集
め
る
ハ
タ
屋
さ
ん
が
い
る
。

1000年以上の歴史を誇るといわれる産地・富
士吉田の織物は、多品種・先染めが特徴。富
士山の麓で農閑期の長い厳しい冬、農家たちは
機を織ることで生計を立てた。「半農半機」と
いう言葉が、この土地の暮らしをそのまま物語
る。光織物では雛人形や和雑貨、舞台衣装な
どに使われる金襴緞子の生地を主に製造する。

﹇
連
載
﹈

未
来
を

懸
命
に
志
す

県
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
ど
も
に
、音
を

ブランド「kichijitsu」の「おまもりぽっけ」（左）と
「GOSHUINノート」

事務所 2階に新設したホールで見学者を受け入れている

4人の子どもには「機屋は楽しいんだなと思ってもらえる背中を見せたい」

有名俳優がドラマで着た
光織物制作のはかま

K
A
G
A
M
I T

A
K
U
Y
A

富士吉田市生まれ
1981

20歳で機屋の世界へ
２０01

学生との共同開発
プロジェクト開始

２０09

光織物 代表取締役社長に就任
２０２0

２０12
オリジナルブランド
「kichijitsu」立ち上げ
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田原 典男

山梨デザインセンター
デザイン推進監

お
答
え
し
ま
す

ヴァンくん大好き

甲府市の南口に、我らがヴァンフォーレ甲府の
「Vent CAFÉ」がオープン。カフェラテにはヴァ
ンくんの可愛い顔が！カレーもおすすめです。

サポーターの聖地

南部町のビッグイベント「たけのこまつり」
で新鮮なたけのこを購入しました。あく抜
きしなくてもおいしくいただけました。

タケノコマンと
竹やぶの親分

山梨が発明した世界に誇る技術、ジ
ベレリン処理。ブドウのつぼみの房
をこの赤い液につけると、あら不思
議！種無しブドウに変身します。

魔法の赤い液仏像ガチャ

一升瓶でおひとつどうぞ親子で毎回楽しみにしている県立
博物館（笛吹市）の企画展に行
きました。65歳以上の母は無料
で、私も年間パスポートでお得に
利用しています。

次は何の企画かな？

南アルプス市のワイナリーが営
む古民家カフェ「月晴れる」。
縁側から見える美しい棚田と、
野菜をふんだんに使ったスパイ
スカレーに癒やされました。

心と体がよろこぶ

山男

ドライブ中に、富士五湖を巡る
「チャレンジ富士五湖ウルトラマ
ラソン」に遭遇。懸命に走る姿に
思わず見入ってしまいました。

がんばれ！

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
県
政
に
関
す
る

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
の
質
問
は
、こ
ち
ら
で
す
。

［問い合わせ先］山梨デザインセンター　TEL 055-223-1796文化的テロワール　やまなしイラスト：宮野耕治

Q & A
S P A C E

タ
イ
ト
ル
は
、『
山
梨
と
は
何
か
歴

史
・
風
土
・
人
の
営
み
が
織
り
な
す
文

化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
』で
す
。山
梨
の
過

去
か
ら
現
代
ま
で
の
、産
業
・
文
化
を

育
ん
だ
風
土
的
特
徴
、歴
史
的
特
質
、

人
間
の
文
化
的
営
み
な
ど
を
、「
豊

穣
」、「
清
澄
」、「
開
拓
」、「
共
創
」

の
4
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
整
理
し
、山

梨
ら
し
さ
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

冊
子
は

ど
ん
な
内
容

な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

こちらから
どうぞ！

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

そ
も
そ
も

テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
な
ん
で
す
か
。

Qも
と
も
と
は
「
土
地
」
を
意
味

す
る
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
派
生
し

た
言
葉
で
、
ワ
イ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、

茶
な
ど
の
味
や
個
性
に
影
響
を

与
え
る
、
生
育
地
の
地
理
、
地
勢
、

気
候
に
よ
る
特
徴
を
指
す
語
で

す
。

精進湖でカヌー
中高生がそろって練習
雄大な富士山を望む精進湖で、県立河口湖

高校2年の笠原彩
あ

心
み

（表紙写真左）さんと富

士河口湖町立勝山中学3年の須田琉
るい

斗
と

さん
がパドルを操っていました。富士学苑高校
も交えた3校の合同練習の現場です。河口
湖高校はオリンピアンも輩出した強豪校。
楽しそうに、でも真剣な眼差しで練習に励
んでいました。

表紙のヒトたち

山
梨
の
自
然
や
歴
史
、産
業
、そ
し
て
人
々
の

暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
豊
か
な
地
域
資
源
に
、

背
景
に
あ
る
文
化
や
風
土
、人
々
の
想
い
が

重
な
り
合
う
こ
と
で
生
ま
れ
る

独
自
の
価
値
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
び
、山
梨
の「
文
化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
」を

ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

や
ま
な
し
の

「
文
化
的

テ
ロ
ワ
ー
ル
」と
は
?

Q資
料
の
調
査
や
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と

に
作
成
し
た
原
案
に
対
し
、
県
職
員
や
地
元
ク
リ

エ
ー
タ
ー
、
外
部
の
専
門
家
な
ど
延
べ
1
0
0
人

以
上
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
集
い
、
多
様
な
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
、
山
梨
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

制
作
過
程
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
「ふれあいスクエア」では、県民の皆
さんからの写真を募集しています。
わが街の自慢のスポット、不思議と心
躍る場所、移ろう季節を切り取った一
枚……などなど、撮影したときのエピ
ソードを添えて、ぜひ教えてください。
また、県の取り組みについてのご質問
もお待ちしています。

記者会見で『文化的テ
ロワール』について説
明する永井一史・山梨
デザインセンター長

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
「ふれあい」に掲載しませんか？ 
皆さんのとっておきの1枚、
お待ちしています！

冊子はこちらから
閲覧できます

 F U
R E

A I

SQUARE
ふれあい
スクエア

houdoukun

たけのこマン

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e
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梨
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史
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風
土
・
人
の
営
み
が
織
り
な
す
文

化
的
テ
ロ
ワ
ー
ル
』で
す
。山
梨
の
過

去
か
ら
現
代
ま
で
の
、産
業
・
文
化
を

育
ん
だ
風
土
的
特
徴
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史
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特
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人
間
の
文
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的
営
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文
化
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、人
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の
想
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が

重
な
り
合
う
こ
と
で
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ま
れ
る

独
自
の
価
値
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
び
、山
梨
の「
文
化
的
テ
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ー
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」を

ま
と
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た
冊
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を
作
成
し
ま
し
た
。

や
ま
な
し
の
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文
化
的
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」と
は
?

Q

P H O T O S P A C E

あなたが撮った写真を
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ヴァンくん大好き

甲府市の南口に、我らがヴァンフォーレ甲府の
「Vent CAFÉ」がオープン。カフェラテにはヴァ
ンくんの可愛い顔が！カレーもおすすめです。

サポーターの聖地

親子で毎回楽しみにしている県立
博物館（笛吹市）の企画展に行
きました。65歳以上の母は無料
で、私も年間パスポートでお得に
利用しています。

次は何の企画かな？

I n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v eI n t e r a c t i v e

イラスト：宮野耕治

こちらから
どうぞ！

やまなしの魅力は
もっともっとあるはず！

友だち登録すると
写真を投稿できます。

山梨県公式
LINEアカウント

そ
も
そ
も

テ
ロ
ワ
ー
ル
と
は
な
ん
で
す
か
。

Qも
と
も
と
は
「
土
地
」
を
意
味

す
る
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
派
生
し

た
言
葉
で
、
ワ
イ
ン
、
コ
ー
ヒ
ー
、

茶
な
ど
の
味
や
個
性
に
影
響
を

与
え
る
、
生
育
地
の
地
理
、
地
勢
、

気
候
に
よ
る
特
徴
を
指
す
語
で

す
。

精進湖でカヌー
中高生がそろって練習
雄大な富士山を望む精進湖で、県立河口湖

高校2年の笠原彩
あ

心
み

（表紙写真左）さんと富

士河口湖町立勝山中学3年の須田琉
るい

斗
と

さん
がパドルを操っていました。富士学苑高校
も交えた3校の合同練習の現場です。河口
湖高校はオリンピアンも輩出した強豪校。
楽しそうに、でも真剣な眼差しで練習に励
んでいました。

資
料
の
調
査
や
有
識
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と

に
作
成
し
た
原
案
に
対
し
、
県
職
員
や
地
元
ク
リ

エ
ー
タ
ー
、
外
部
の
専
門
家
な
ど
延
べ
1
0
0
人

以
上
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
集
い
、
多
様
な
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
、
山
梨
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

制
作
過
程
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q
「ふれあいスクエア」では、県民の皆
さんからの写真を募集しています。
わが街の自慢のスポット、不思議と心
躍る場所、移ろう季節を切り取った一
枚……などなど、撮影したときのエピ
ソードを添えて、ぜひ教えてください。
また、県の取り組みについてのご質問
もお待ちしています。

記者会見で『文化的テ
ロワール』について説
明する永井一史・山梨
デザインセンター長

冊子はこちらから
閲覧できます

houdoukun
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や
ま
な
し
県
政
ニ
ュ
ー
ス

〝
い
ま
〞を
お
届
け
す
る

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

頑張れば報われる
社会を目指して

　今、若い世代を中心に「頑張っても生活が良
くならない」という声が広がっています。
　この状況を変えるには、その場しのぎの対症
療法ではなく、賃金が上がる仕組み自体を根本
からつくり変える必要があります。
　多くの経営者の方々と対話を重ねる中で、本
当は賃上げをしたいという思いと、人材流出や
地域の将来への強い危機感を共有してきました。
一方で、原材料費の高騰などにより簡単には賃
上げに踏み出せない現実もあります。
　だからこそ行政が調整役となり、まずは
賃上げの最初の歯車となる最低賃金の引き
上げを目指します。併せて生産性向上に向
けた経営の効率化と人材の育成を手厚く
支援していきます。生産性を高め、付加

価値を生み出し、その成果を賃金
として働き手に還元する好循環
を確立し、「頑張れば報われる
社会」を、ともに築いていきま
しょう。

K
o

ta
r

o
 D

ia
lo

g
u

e

ブ
ド
ウ
の
輸
出
解
禁
に

向
け
大
き
く
前
進

ベ
ト
ナ
ム
と
協
力
強
化

道
の
駅
富
士
川

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
拠
点
に

の駅富士川が4月25日、リニューアルオープ
ンしました。

　県は、道の駅を地域の特産品や観光情報を発信する
拠点とし、人の流れや消費を生み出す「フラッグシッ
プ道の駅プロジェクト」を進めています。道の駅富士
川はその第一弾です。
　今回のリニューアルの目玉は、情報コーナーです。
大手セレクトショップ「BEAMS」がプロデュースし
ました。峡南地域に南アルプス市を加えた新しいエリ
アブランド「南山梨」のオススメを紹介する、明るく
親しみやすい空間になっています。
　売り場面積も広くなり、地域の農産物がたくさん並
んでいます。また、休日にはキノコやジビエなど山の
幸を味わえる「ヤマ焼き」（要予約）も楽しめます。道
の駅を起点に、南山梨の魅力を体感してみてはいかが
でしょうか。

02 0
1

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

道崎幸太郎知事は、5月7日から12日までの日
程でベトナム社会主義共和国を訪問し、新体制

となったベトナム政府のレ・ミン・フン首相、農業・
環境大臣、商工副大臣らと会談しました。
　ベトナム新政権発足後、日本の都道府県知事として
首相を公式訪問したのは今回が初めてです。
　今回の訪問では、県産ブドウの輸出解禁に向けた働
きかけに加え、水素分野での連携や地方政府との協力
枠組みの構築など、農業・産業の両面で具体的な事業
展開につながる成果が得られました。
　また、本県と同じく果樹農業が経済の重要な柱であ
る南部のタイニン省とは、国際交流協力に係る覚書を
締結しました。農業、エネルギー、労働人材、観光・
文化、貿易投資など幅広い分野で協力を進めます。
　海外との交流を通じ、より良い暮らしの実現を目指
します。皆さんもぜひ国際交流に関心をお寄せくださ
い。

長

国
際
交
流

長崎知事（左から5人目）とタイニン省のレ・ヴァン・ハン
人民委員会委員長（同6人目）ほか

意見を交わす長崎知
事（左）とレ・ミン・
フン首相（右）

新設した情報コーナー

ヤマ焼きを楽しむ
ことができる

SNSやマッチングアプリを通じて知り合った相手から、
金融商品やサービスなどの投資に勧誘されるトラブル
が発生しています。中には、著名人や有名人のなりす
ましと考えられる事例もあります。一度お金を送って
しまうと、取り返すことは難しいです。安易にお金を
振り込まないでください。

SNSやアプリでの
投資トラブルに注意

県民生活センターでは、ホームページ
などで消費者トラブルを未然に防ぐた
めの情報を発信しています。

● SNS上で勧誘を受けた場合は、まず疑って。

被害を防ぐポイント

● 振込先が個人名義の口座には、絶対に振り込まない。
● 金融商品取引業の登録をしていない会社とは
 取引しない。

困ったら下記にご相談ください。
山梨県県民生活センター

055-235-8455☎ 
消費者ホットライン　

（いやや）※全国共通188☎ 
（最寄りの市町村や県の消費生活相談窓口をご案内します）

賃上げの最初の歯車となる最低賃金の引き
上げを目指します。併せて生産性向上に向
けた経営の効率化と人材の育成を手厚く
支援していきます。生産性を高め、付加

価値を生み出し、その成果を賃金




